
山梨 山梨

拠点名　：　やまなし地域産学官共同研究拠点

本拠点では、山梨県の特徴的な機械電子関連産業の技術集積を基盤に、山梨大学が有する技術シーズを活用して、

地域の企業の参画の下、「次世代環境技術分野」および「ライフサイエンス技術分野」の２分野の共同研究開発

に取り組む。

本拠点では、山梨県の既存の技術集積を基盤に、地域の強みを活用して社会的課題（環境、エネルギー、健康）を

解決し、経済的価値の増大につなげるため、産学官の連携による共同研究開発を推進することにより、次世代をリー

ドする技術革新をもたらしていく。

官：山梨県

学：山梨大学

産：社団法人 山梨県機械電子工業会

財団法人 やまなし産業支援機構

◎事業運営委員会

委員長　　清水幹人（山梨県工業技術センター 所長）

副委員長　有田　順（山梨大学 医学部長）

委員　　　望月明雄（山梨県 産業労働部産業政策課長）

委員　　　原田育生（山梨県富士工業技術センター 所長）

委員　　　相原繁博（山梨県 企画県民部企画課長）

委員　　　中尾篤人（山梨大学 総合分析実験センター長）

委員　　　窪田洋二（山梨大学 産学官連携・研究推進機構部長）

委員　　　田中　守（( 社 ) 山梨県機械電子工業会 副会長）

委員　　　志村　信（( 社 ) 山梨県機械電子工業会 常任理事）

委員　　　松坂浩志（( 社 ) 山梨県機械電子工業会 常任理事）

委員　　　廣瀬正文（( 財 ) やまなし産業支援機構 理事長）

　　山梨県工業技術センター 企画情報部

　　住所：甲府市大津町２０９４番地　Tel. ０５５－２４３－６１１１

◎拠点設置場所

　　山梨県工業技術センター

　　　住所：甲府市大津町２０９４番地　Tel.０５５－２４３－６１１１

　　山梨大学総合分析実験センター（医学部管理課総務・予算・資産グループ）

　　　住所：中央市下河東１１１０番地　Tel.０５５－２７３－９２５３　　　　　

本拠点事業では、環境、エネルギー、健康などの社会的課題を解決するために、次の共同研究開発を行う。

●山梨県工業技術センター

　　・化合物半導体多層太陽電池に関する研究開発：大面積化、多層化薄膜形成技術および太陽電池セル作成技術

　　　の研究を行い、変換効率の高い多層太陽電池製造プロセスの実用化を目指す。

　　・高効率太陽熱吸収技術に関する研究開発：高効率で低コストの吸収膜の研究開発およびこの吸収膜を応用し

　　　たエネルギー変換システムの開発を行い、発電用途の実用化を目指す。

●山梨大学総合分析実験センター

　　・ブドウポリフェノール中の老化抑制物質の探索に関する研究開発：各種脳疾患のグリア細胞由来の原因分子

　　　を探索・同定し、甲州種ぶどう由来のポリフェノールや、県内企業提供のアナツバメの巣等を用いた老化抑

　　　制新薬の探索により、高効力・低副作用医薬品等の開発研究を県内企業と共同で実施する。

全体構想：

期待される地域活性化

主な共同研究開発課題

提案機関：

参画機関：

運営体制：
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山梨大学
東京大学
多摩地域大学群
静岡地域大学群
長野地域大学群
　　等

山梨県工業技術 センター
山梨県富士工業技術センター
民間研究機関

工業技術センター内 やまなし地域産学官共同研究拠点 山梨大学総合分析
実験センター内

次世代環境技術 ライフサイエンス技術

◎機械電子関連産業の技術集積と山梨大学の技術ｼｰｽﾞを活
　用した次世代環境技術、ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ技術を、山梨県における、
　今後著しく発展して大きな経済的価値を生む重点技術分野と
　して捉え、これらの研究開発拠点として整備
◎県工業技術ｾﾝﾀｰ内と山梨大学総合分析実験ｾﾝﾀｰ内に設置
◎管理運営は、山梨県及び山梨大学
◎運営委員会を設置して拠点の事業運営について協議
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環境技術の研究開発

ライフサイエンス技術の研究開発

共同研究開発を通じた人材育成

県内企業の新分野への展開支援

県内企業の成長産業への進出支援　等

産業支援機構
地域の金融機関
商工会議所
商工会　　等

◇地域の構想
　「やまなし科学技術
　基本計画」　
◇現在の取り組みと
　成果
　・新産業創出に向
　　けた新ｴﾈﾙｷﾞｰ分
　　野→燃料電池の
　　実用化に向けた
　　技術の開発等
　・超精密加工・製造
　　技術分野→硬脆
　　材等超精密研磨　　
　　加工の開発等
　・地域特産品の優
　　位性創出、環境
　　資源の保全・活用　
　　分野等

◇今後の課題
　・産学官が、分野や組織　　
　　を超えた相互の連携・
　　交流を、これまで以上
　　に強化することが必要
　・本県産業の他に真似
　　の出来ない独自の強
　　みを活かした産業の育成

企業　A 企業　 B

山梨県機械電子工業会

熱衝撃試験装置

表面粗さ計 共焦点スキャナーユニット顕微鏡システム

全反射蛍光顕微鏡システム

企業　C

・半導体製造装置
・ＬＥＤ
・液晶
・単結晶

等関連企業群

・医療
・福祉
・健康食品

等関連企業群

・太陽電池
・燃料電池

等関連企業群


